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高校化学プリント（過去問類似）
物質の状態と平衡 No.4

名前 得 点

　／10

問1 25度において、0.10 mol/L の酢酸水溶液のpHは3.0であった。この酢酸水溶液を純水で10倍に希釈したとき、希釈後の水溶
液のpHとして最も適当な数値を、次のうちから一つ選べ。ただし、希釈によって酢酸の電離度は十分に小さい状態のまま変化
するものとし、25度における酢酸の電離定数 Ka は 1.0 * 10^-5 mol/L、log10(3.16) = 0.50 とする。 （2025年　全国公立入試　類似）
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問2 物質の状態変化が起こる原理として、最も適切な説明はどれか。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  物質を構成する粒子の熱運動の
激しさが温度や圧力によって変化
するためである。

2.  物質の化学結合がすべて切断さ
れ、新しい物質が生成されるため
である。

3.  物質の原子番号が変化し、別の
元素に転換するためである。

4.  物質の質量が温度変化によって
増減し、密度が変化するためであ
る。

問3 標準状態において、物質量とモル体積を用いて気体の体積を求める計算に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2025

年　全国公立入試　類似）

1.  気体の種類によらず、標準状態
における1モルの気体の体積は常
に約22.4リットルである。

2.  標準状態とは、温度0度、圧力
1.013×10^5パスカルの状態を指
し、このとき気体の体積は物質量
に比例しない。

3.  気体の体積は温度や圧力の影響
を受けないため、標準状態以外の
条件でも常に22.4リットルとして
計算できる。

4.  酸化水銀の分解実験において、
発生する酸素の体積は、反応させ
た酸化水銀の質量に関係なく一定
である。

問4 テングサから得られるコロイド溶液の状態変化に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  ゾル状態のコロイド溶液を乾燥
させると、直接キセロゲルにな
る。

2.  ゲル状態のコロイド溶液を加熱
すると、再び流動性のあるゾルに
戻る場合がある。

3.  キセロゲルは、ゲルから水分を
完全に除去した状態を指す。

4.  エアロゾルは、テングサのコロ
イド溶液を冷却した際に生じる状
態である。

問5 物質の状態変化に関する記述として、最も適切なものを選べ。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  海水の蒸留は液体から気体への
変化を利用しており、状態変化の
一種である。

2.  雪が溶けて水になる現象は、分
子の熱運動が停止するため状態変
化には含まれない。

3.  ドライアイスが室温で小さくな
る現象は、固体から液体を経て気
体になる変化である。

4.  物質の状態変化は化学変化の一
種であり、分子内の原子の結合が
組み替わる反応である。

問6 水の状態図において、圧力と温度の変化に伴う相転移に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  三重点では、固体、液体、気体
の3つの状態が平衡状態で共存し
ている。

2.  圧力を一定に保ちながら温度を
上げると、必ず固体から液体を経
て気体へと変化する。

3.  1.01×10の5乗パスカルの環境
下では、水は0度で沸騰する。

4.  状態図上の境界線は、物質が昇
華する条件のみを示している。

問7 標準状態における気体の性質に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  同体積の気体に含まれる分子の
数は、気体の種類によらず一定で
ある。

2.  気体の分子量は、その気体の密
度と空気の密度の比によって定義
される。

3.  標準状態において、すべての気
体は1 molあたり22.4 Lの体積を
占める。

4.  気体の質量比は、標準状態にお
ける体積比の2乗に比例する。

問8 0度、1.013×10^5 Paにおいて、22.4 Lの酸素分子O2と22.4 Lの窒素分子N2をそれぞれ用意したとき、含まれる分子数の関
係として最も適切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  酸素分子の方が窒素分子より多
い

2.  窒素分子の方が酸素分子より多
い

3.  酸素分子と窒素分子の数は等し
い

4.  気体の種類が異なるため比較で
きない

問9 気体反応の法則が成り立つ理由として、最も適切な説明はどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  気体分子の運動エネルギーが温
度に比例するため

2.  同温・同圧において、同体積の
気体中には同数の分子が含まれる
ため

3.  気体分子の衝突頻度が圧力に比
例するため

4.  気体分子の大きさが無視できる
ほど小さいため

問10 標準状態において、気体1モルあたりの体積（モル体積）として最も適切な値はどれか。 （2009年　全国公立入試　類似）

1.  11.2 L 2.  22.4 L 3.  44.8 L 4.  67.2 L
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答え合わせ・解説 No.4

問1 答え 1
3.5

弱酸の電離平衡において、電離定数 Ka = [H+]^2 / C が成り立つ。10倍に希釈すると酢酸の全濃
度 C は 0.010 mol/L となる。希釈後の水素イオン濃度 [H+] は、根号(Ka * C) = 根号(1.0 *
10^-5 * 0.010) = 1.0 * 10^-3.5 mol/L となる。したがって、pHは 3.5 となり、強酸を10倍
に希釈したときのpH変化（1.0の上昇）に比べて、pHの上昇幅が小さくなる。

問2 答え 1
物質を構成する粒子の熱運動の激しさが
温度や圧力によって変化するためであ
る。

状態変化は物質の化学的性質（化学組成）を変えるものではなく、物質を構成する粒子間の距離や
配列が熱運動の激しさによって変化する物理現象である。温度が上がると粒子の熱運動が激しくな
り、固体から液体、液体から気体へと変化する。

問3 答え 1
気体の種類によらず、標準状態における
1モルの気体の体積は常に約22.4リット
ルである。

アボガドロの法則により、温度と圧力が一定であれば、気体の種類に関係なく同体積中に含まれる
分子数は等しい。標準状態（0度、1.013×10^5パスカル）において、あらゆる気体1モルは約
22.4リットルの体積を占める。この値は気体の状態方程式から導かれる理想気体としての性質に基
づいている。

問4 答え 3
キセロゲルは、ゲルから水分を完全に除
去した状態を指す。

ゾルは流動性のあるコロイド溶液であり、冷却等により流動性を失ったものがゲルである。ゲルか
ら水分を除去し、固体化したものがキセロゲルである。エアロゾルは気体中に液体や固体の微粒子
が分散した系を指し、テングサの冷却過程とは無関係である。選択肢のうち、キセロゲルの定義に
関する記述が最も正確である。

問5 答え 1
海水の蒸留は液体から気体への変化を利
用しており、状態変化の一種である。

物質の状態変化は、固体・液体・気体の三態間での物理的な変化を指す。海水の蒸留は、液体を加
熱して気体（水蒸気）にし、それを冷却して再び液体に戻すことで純粋な水を得る操作であり、状
態変化を利用している。雪が溶けるのは固体から液体への変化であり、ドライアイスが小さくなる
のは固体から直接気体になる昇華である。これらは化学変化ではなく、分子の配列や距離が変化す
る物理変化である。

問6 答え 1
三重点では、固体、液体、気体の3つの
状態が平衡状態で共存している。

水の状態図において、三重点は固体、液体、気体の3相が平衡して共存する温度と圧力の点であ
る。圧力が極めて低い環境では昇華が起こるが、一般的な圧力下では融解や沸騰を経て状態変化す
る。また、1.01×10の5乗パスカル（1気圧）において水の沸点は100度であり、0度は融点であ
る。状態図の境界線は各相が平衡状態にある条件を示しており、昇華だけでなく融解や沸騰の条件
も含まれる。

問7 答え 3
標準状態において、すべての気体は1
molあたり22.4 Lの体積を占める。

アボガドロの法則により、標準状態（0℃, 1.013×10^5 Pa）において、すべての気体は1 molあ
たり約22.4 Lの体積を占める。この法則に基づき、同体積の気体は同数の分子を含み、その質量比
は分子量の比と一致する。

問8 答え 3
酸素分子と窒素分子の数は等しい

アボガドロの法則により、同温・同圧のもとでは気体の種類によらず、同体積の気体中には同数の
分子が含まれます。したがって、酸素と窒素という気体の種類に関わらず、標準状態において同じ
22.4 Lという体積であれば、含まれる分子数は等しくなります。このとき、分子数はどちらも約
6.02×10^23個となります。

問9 答え 2
同温・同圧において、同体積の気体中に
は同数の分子が含まれるため

気体反応の法則が成り立つ背景には、アボガドロの法則があります。同温・同圧であれば、気体の
種類によらず同体積中に含まれる分子の数は一定です。そのため、化学反応式の係数比がそのまま
分子数の比となり、結果として気体の体積比が簡単な整数比として現れることになります。

問10 答え 2
22.4 L

標準状態（0℃、1.013×10^5 Pa）において、気体の種類によらず、気体1モルあたりの体積は約
22.4 Lである。これはアボガドロの法則に基づき、温度と圧力が一定であれば、気体の体積は物質
量（モル数）に比例するという性質から導かれる。この値は、気体の状態方程式 PV=nRT におい
て、P=1.013×10^5 Pa、T=273.15 K、n=1 mol を代入することで算出される。


